































































最古の実例は法隆寺裂の幡が知られており，7 世紀後半から 8 世紀初頭の製作とされてい




















横井時冬編『日本工業史対照図』（吉川半七 明治 31 年）に「正倉院御保存 纐纈 来纈 
臈纈」，小杉榲邨・横井時冬『大日本美術図譜』（吉川半七個人出版 明治 34年）に「正倉




















































































 富田輝夫・上田柳子・服部静枝『学校家庭衣料更生染色精義』（東洋図書 昭和 19年）も，
繊維，染料，各染色法の解説がなされ，他の解説書と基本的な構成はかわらないが，終戦前





















































注１ 村松寛「小合友之助－その時代、その作品」『小合友之助作品集』有秀堂 昭和 47年 
注２ 京都府京都文化博物館学芸第一課編『～染の創作～小合友之助・稲垣稔次郎展』図録
京都府京都文化博物館 平成 2年 
注３ 外舘和子「染めの日本的造形史観－京都を中心に－」『近現代染色の展開と現在』図
録 茨城県つくば美術館 平成 22年 
注４ 注 1の 4頁参照。 





成 10年 83－84頁 チャンティンは線描や点描の手描きろう置き道具。薄い銅板を接合し
て作られたろう溜めと細い口金，葦の茎等を使った把手の部分からなる。チャップはジャワ
更紗の量産を目的として 1840年頃から使用されているろうの押し型。 





廃絶し、明治時代に甦った蝋防染－」『繊維学会誌』68巻 5号 794 繊維学会 平成 24年，
和田積希「鶴巻鶴一」，青木美保子「﨟纈」『京都 近代美術工芸のネットワーク』思文閣出
版 平成 29年 
注１１ 浅川卯一郎「序」『手工染色教材精説』大同館書店 昭和 3年 1－2頁 





送研究と調査』NHK放送文化研究所 平成 30年 84－85頁） 
注１４ 越水忠夫『家庭染色手藝法』東京手藝染色協會 昭和 5年 147頁 
注１５ 泉敬子・倉田まゆみ「女子教育の変遷にみる女紅場について」『生活科学研究』13 
文教大学 平成 3年 47頁，京都市市政史編さん委員会『市政の形成』京都市政史 1 京都
市 平成 21年 103－104頁 
注１６ 注３の 12頁参照。 
 
